
回
顧
学
徒
動
員
の
記

永
　
井
　
清
　
廣

　
は
じ
め
に

　
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
は
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
の
太

平
洋
戦
争
終
結
よ
り
六
〇
年
（
戦
後
還
暦
）
、
明
治
三
八
年
の
日
露
戦

争
終
結
よ
り
百
年
の
、
歴
史
上
の
大
き
な
節
目
に
あ
呪
る
。
こ
の
機
に

私
の
小
学
校
時
代
の
勤
労
奉
仕
や
、
中
学
時
代
の
学
徒
動
員
の
実
体
験

を
回
顧
し
、
記
録
に
留
め
て
お
く
の
も
意
義
あ
る
こ
と
と
思
い
ペ
ン
を

取
る
こ
と
と
し
た
。

　
昭
和
一
二
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
に
始
ま
る
日
中
戦
争
、
昭
和

ヱ
八
年
（
一
九
四
一
）
　
こ
一
月
八
日
の
マ
レ
ー
半
島
・
真
珠
湾
攻
撃
に

始
ま
る
太
平
洋
戦
争
と
、
大
規
模
な
戦
争
が
継
続
す
る
中
で
戦
時
体
制

も
急
速
に
強
化
さ
れ
た
。
国
民
総
動
員
関
連
の
法
令
が
相
次
い
で
制
定

さ
れ
、
学
徒
動
員
に
か
か
わ
る
諸
法
令
も
年
を
追
っ
て
整
備
さ
れ
、
学

徒
を
否
応
無
く
戦
争
へ
と
駆
り
立
て
て
行
っ
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
列

挙
し
な
が
ら
私
の
体
験
を
綴
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
日
中
戦
争
・
尋
常
小
学
校
の
こ
ろ

　
日
中
戦
争
の
始
ま
っ
た
翌
年
の
昭
和
一
三
年
に
は
、
国
家
総
動
員
法

が
定
め
ら
れ
て
戦
時
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
す
が
、
学
校
に
対
し
て
は
文

部
省
か
ら
次
の
通
達
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
部
省
通
達
「
集
団
的
勤
労
作
業
運
動
実
施
に
開
す
る
件
」

　
こ
の
通
達
は
、
夏
季
休
業
中
に
学
生
・
生
徒
に
勤
労
作
業
を
課
す
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
対
象
は
道
路
、
史
跡
名
勝
の
保
護
、

農
事
手
伝
い
、
造
林
下
刈
り
、
開
墾
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
し

た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
私
は
別
府
市
立
石
垣
尋
常
高
等
小
学
校
に
学
ん
で
い
ま

し
た
が
、
四
年
生
頃
か
ら
苗
代
の
害
虫
（
め
い
ち
ゅ
う
の
卵
や
蛾
）
駆

除
、
ど
ん
ぐ
り
拾
い
、
農
園
作
業
（
馬
糞
拾
い
を
含
む
）
、
ひ
ま
栽
培
、

か
ら
む
し
の
皮
採
取
、
堆
肥
づ
く
り
等
々
多
く
の
勤
労
奉
仕
作
業
を
経

験
し
ま
し
た
。

　
勤
労
奉
仕
と
小
国
民

　
太
平
洋
戦
争
（
当
時
は
太
東
亜
戦
争
と
呼
称
）
が
始
ま
る
直
前
に
は

次
の
法
令
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
昭
和
一
六
年
　
「
青
少
年
学
徒
食
糧
飼
料
等
増
産
達
勤
実
施
要
項
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
」

　
前
者
は
、
三
〇
日
以
内
の
奉
仕
作
業
は
授
業
と
し
て
認
め
る
と
す
る

も
の
で
、
奉
仕
作
業
に
よ
っ
て
戦
争
に
よ
る
食
糧
難
や
兵
士
出
征
に
よ

る
労
力
不
足
を
少
し
で
も
補
い
、
同
時
に
学
生
・
生
徒
に
軍
国
の
少
国
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民
と
し
て
の
自
覚
を
促
そ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
。
後
者
は
、
一
四
才

～
四
〇
才
の
男
子
と
二
五
才
～
一
四
才
ま
で
の
未
婚
女
子
に
勤
労
奉
仕

の
義
務
を
負
わ
せ
る
も
の
で
、
各
職
場
や
各
部
署
で
は
報
国
隊
が
結
成

さ
れ
、
勤
労
奉
仕
に
動
員
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
別
府
中
学
校
で

も
勤
労
報
国
隊
な
ど
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
勃
発
と
学
徒
動
員

　
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
戦
局
が
厳
し
さ
を
増
し
て
き
ま
す
と
、
学

徒
動
員
に
関
す
る
法
令
な
ど
が
次
々
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
次
の
「
要
綱
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
　
昭
和
一
八
年
　
「
学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
要
綱
」

　
こ
の
「
要
綱
」
に
よ
っ
て
学
徒
動
員
体
制
は
確
立
さ
れ
た
と
さ
れ
ま

す
が
、
決
戦
下
の
国
防
教
育
体
制
整
備
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
有
事

に
即
応
で
き
る
学
校
の
体
制
と
勤
労
動
員
強
化
を
実
現
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
し
た
。

　
別
府
中
学
校
一
、
二
年
の
こ
ろ
の
勤
労
奉
仕

　
こ
の
こ
ろ
私
は
大
分
県
立
別
府
中
学
校
で
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
一
、

二
年
生
の
時
（
昭
和
一
八
～
一
九
年
）
、
学
業
の
か
た
わ
ら
、
或
い
は

学
業
を
ぬ
き
に
し
て
勤
労
奉
仕
に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
思
い
出
す
ま
ま

に
奉
仕
現
場
を
列
挙
し
て
見
ま
し
ょ
う
。
対
象
地
域
は
別
府
市
。

　
　
▽
一
年
生
時
（
昭
和
一
八
年
）

　
　
竹
の
内
な
ど
　
「
出
征
兵
士
の
家
」
の
稲
、
麦
刈
り
・
麦
踏
み

　
　
肩
山
の
裏
山
　
学
校
林
の
下
刈
り

　
　
浜
　
　
　
脇
　
別
府
中
学
校
仮
校
舎
（
旧
殖
産
館
）
の
夜
警

　
　
六
枚
屏
風
　
坑
木
の
切
り
出
し
（
学
校
防
空
壕
用
も
含
む
）

　
　
明
　
　
　
僣
　
坑
木
の
切
り
出
し
（
炭
鉱
用
）

　
　
▽
二
年
生
時
（
昭
和
一
九
年
）

　
　
畠
山
裾
野
　
原
野
開
墾
（
農
園
作
り
）

　
　
別
府
駅
前
　
家
屋
疎
開
＝
空
襲
時
の
類
焼
を
防
ぐ
た
め
に
家
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
・
旅
館
な
ど
を
取
り
壊
し
、
間
引
く

　
　
鶴
　
　
見
　
現
別
府
鶴
見
丘
高
校
敷
地
作
り
、
ビ
ワ
の
木
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
の
伐
採
、
士
裾
り
運
搬

　
　
＊
「
別
府
中
学
校
仮
校
舎
」
・
「
鶴
見
丘
高
校
敷
地
作
り
」
云
々

　
　
　
は
、
昭
紅
一
七
年
に
現
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
の
地
に
あ
っ
た
別
府

　
　
　
中
学
校
校
舎
が
全
焼
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
敷
地
作

　
　
　
り
は
三
年
次
も
続
き
ま
す
。

　
学
徒
通
年
動
員
へ
の
歩
み

　
昭
和
Ｔ
几
年
こ
ろ
に
な
る
と
、
戦
争
は
日
を
追
っ
て
敗
勢
が
濃
厚
と

な
り
、
学
徒
動
員
も
授
業
を
放
棄
し
、
家
庭
を
離
れ
て
、
軍
需
工
場
で

で
働
く
通
年
動
員
へ
と
変
わ
っ
て
行
き
ま
し
た
。
次
の
法
令
が
そ
の
た

め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
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昭
和
Ｔ
几
年
三
月
　
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
二
基
ク
学
徒
動
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
要
綱
」

　
こ
の
「
要
綱
」
は
、
中
等
学
校
以
上
の
学
徒
を
原
則
と
し
て
今
後
一

年
、
常
時
勤
労
そ
の
他
非
常
勤
勤
務
に
動
員
で
き
る
こ
と
を
定
め
、
学

徒
動
員
通
年
実
施
を
決
定
づ
け
た
と
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
法
令

に
よ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
私
た
ち
は
二
年
生
の
時
、
次
の
よ
う
な
軍
施

設
設
営
に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
学
徒
勤
労
令
」
と
別
府
中
学
校
学
徒
の
出
動

　
　
▽
二
年
生
時
（
続
き
）

　
　
大
分
市
高
城
　
掩
体
壕
（
戦
闘
機
な
ど
を
格
納
す
る
）
作
り
、
上

　
　
　
　
　
　
　
　
掘
り
、
も
っ
こ
か
つ
ぎ

　
　
大
分
川
岸
　
橋
の
取
り
付
け
、
土
台
作
り
、
上
掘
り
、
も
っ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
ぎ

　
　
大
分
市
大
洲
　
海
軍
航
空
隊
飛
行
場
滑
走
路
作
り

　
こ
れ
に
次
い
で
八
月
に
は
次
の
勅
令
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
、
「
引
き
続
き
学
徒
に
勤
労
を
な
さ
し
め
る
期
間
を
一
年
と
す
る
」

と
定
め
、
通
年
動
員
を
念
押
し
す
る
も
の
の
よ
う
で
し
た
。

　
　
昭
和
一
九
年
八
月
　
「
学
徒
勤
労
令
」
（
勅
令
）

　
私
た
ち
の
通
年
動
員
は
昭
和
二
〇
年
、
三
年
に
な
っ
て
か
ら
で
す
が
、

上
後
生
は
こ
の
「
勤
労
令
」
に
よ
り
、
昭
和
フ
几
年
八
月
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
次
の
よ
う
に
軍
需
工
場
に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
▽
五
年
生

　
　
　
昭
和
Ｔ
几
年
八
月
一
日
動
員

　
　
　
　
大
分
市
中
島
製
粉
機
工
場
（
現
王
子
西
町
）

　
　
　
　
大
分
市
安
部
鉄
工
所
　
　
つ
王
子
南
町
）

　
　
▽
四
年
生

　
　
　
同
　
年
　
　
九
月
一
四
日
動
員

　
　
　
　
同
右
工
場

　
　
▽
三
年
生

　
　
　
同
　
年
　
　
一
〇
月
二
四
日
動
員

　
　
　
　
大
分
市
第
十
二
海
軍
航
空
廠
（
高
城
）

　
い
ず
れ
の
学
年
も
、
事
前
に
父
母
会
を
開
き
、
学
校
側
よ
り
学
徒
動

員
の
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
前
日
ま
た
は
当
日
に
朝
見
神
社
に
詣
で
て
安

全
祈
願
し
、
動
員
壮
行
式
を
執
り
行
い
任
地
へ
出
発
し
ま
し
た
。
現
地

で
の
、
月
月
大
水
木
全
全
、
上
・
日
曜
な
し
の
動
員
生
活
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。

　
回
想
・
軍
需
工
場
学
徒
動
員

　
私
の
動
具
申
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
幾
分
か
の
差
異
が
あ

る
か
と
も
思
い
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　
　
▽
自
宅
か
ら
通
勤
の
時
期
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午
前
五
時
起
床
五
時
三
十
分
自
宅
（
石
垣
）
出
発
↓
徒
歩
で
亀
川

　
　
駅
（
約
四
諮
・
五
〇
分
）
へ
↓
亀
川
駅
発
六
時
三
十
五
分
↓
別
府

　
　
駅
発
↓
六
時
四
十
五
分
↓
西
大
分
駅
着
七
時
十
五
分
↓
徒
歩
（
同

　
　
後
生
で
隊
列
を
組
み
、
軍
歌
な
ど
を
歌
い
な
が
ら
約
一
諮
・
二
十

　
　
分
）
↓
七
時
四
十
分
中
島
製
粉
機
工
場
到
着
↓
八
時
工
場
作
業
開

　
　
始
↓
昼
食
三
十
分
↓
午
後
五
時
作
業
終
了
↓
往
路
を
逆
コ
ー
ス
に

　
　
て
午
後
七
時
三
十
分
帰
宅
。

　
工
場
は
飛
行
機
（
一
式
陸
軍
攻
撃
機
？
）
部
品
製
造
で
あ
っ
た
が
段

車
ベ
ル
ト
方
式
で
し
た
。
私
は
幸
い
に
も
工
場
に
四
台
ほ
ど
あ
っ
た
直

結
旋
盤
の
一
台
を
担
当
し
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
ら
し
い
部
品
を
製
作
し
ま

し
た
が
、
ネ
ジ
切
り
に
難
渋
し
、
両
出
に
な
っ
て
泣
い
た
こ
と
も
度
々

で
し
た
。
昼
の
楽
し
み
は
「
麦
飯
日
の
丸
弁
当
」
定
食
で
し
た
。
作
業

途
中
に
警
戒
警
報
↓
空
襲
警
報
発
令
で
防
空
壕
に
避
難
し
た
こ
と
も
度
々

で
し
た
。

　
あ
る
教
師
の
教
え

　
あ
る
日
の
昼
休
み
、
引
率
の
曾
谷
先
生
（
数
学
担
当
）
が
、
我
々
を

集
め
て
「
君
た
ち
は
こ
う
し
て
工
場
で
働
い
て
い
る
が
工
員
と
は
違
う

学
徒
だ
。
昼
間
働
い
て
も
夜
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。
将
来
陸
士

（
陸
軍
士
官
学
校
）
、
海
兵
（
海
軍
兵
学
校
）
　
・
高
校
（
旧
制
高
校
）
な

ど
志
願
す
る
志
の
あ
る
者
は
僕
の
家
に
来
給
え
」
と
話
さ
れ
た
。
私
は

遠
方
の
た
め
訪
問
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
夜
先
生
の
家
へ
行
っ
て
勉

強
し
た
友
人
に
ノ
ー
ト
を
借
り
て
、
数
日
遅
れ
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
空
襲
激
化
で
工
場
も
疎
開

　
昭
和
二
〇
年
七
月
に
な
る
と
、
空
襲
の
激
化
で
中
島
製
粉
機
工
場
が

安
全
場
所
を
求
め
て
疎
開
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
三
年

生
組
に
は
動
員
先
転
換
の
命
令
が
下
り
、
坂
の
市
第
二
陸
軍
造
兵
廠
に

行
く
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
大
在
浜
寮
に
合
宿
し
造
兵
廠
に
通
う
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
既
に
杵
築
中
学
と
竹
田
中
学
の
動
員
学

徒
が
入
居
、
勤
務
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
造
兵
廠
で
の
生
活
は
、
身
体
検
査
や
坂
の
市
の
現
場
の
見

学
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
ま
た
孟
宗
竹
の
二
つ
の
食
器
に
大
豆

飯
と
味
噌
汁
を
い
た
だ
き
、
腹
を
す
か
し
な
が
ら
雑
魚
寝
を
す
る
生
活

の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
終
戦
時
の
思
い
出

　
そ
う
し
て
い
る
う
ち
、
八
月
一
四
日
の
夜
、
「
明
日
ラ
ジ
オ
で
重
大

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
」
と
の
報
で
「
き
っ
と
ソ
連
に
対
す
る
宣
戦
布
告
だ

ろ
う
」
と
囁
き
あ
っ
て
翌
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
八
月
一
五
日
正
午
、
浜
寮
門
衛
舎
の
ラ
ジ
オ
で
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
受
諾

の
玉
音
放
送
を
聴
き
ま
し
た
。
雑
音
が
入
り
よ
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
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の
で
す
が
、
「
　
　
堪
へ
難
平
ヲ
堪
へ
忍
ビ
難
平
ヲ
忍
ビ
」
の
所
だ
け

は
は
っ
き
り
と
分
か
り
、
引
率
教
師
の
話
で
戦
争
終
結
を
知
り
、
ま
た

翌
日
の
造
兵
廠
大
広
場
で
の
集
会
で
そ
れ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
翌
一
六
日
、
配
属
将
校
（
予
備
学
生
）
が
我
々
を
浜
の
松
林
に
連
れ

て
行
っ
て
話
を
し
て
く
れ
た
中
で
、
「
　
　
広
島
、
長
崎
の
新
型
爆
弾

は
、
実
は
原
子
爆
弾
だ
。
君
た
ち
は
科
学
で
原
子
分
子
を
学
習
し
て
い

る
か
ら
、
そ
れ
が
物
凄
い
子
不
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
分
か
る

だ
ろ
う
。
」
と
語
っ
た
一
節
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
づ
ら
に
忘
れ
ら
れ

な
い
中
の
一
つ
に
、
そ
の
日
の
食
事
で
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
砂
糖
煮
」
を

い
た
だ
き
「
日
本
に
も
砂
糖
が
あ
っ
た
ん
か
」
と
大
声
を
出
し
合
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

　
学
校
生
活
復
帰

　
終
戦
後
三
曰
く
ら
い
し
て
「
別
府
に
駐
留
軍
が
来
る
の
で
生
徒
を
早

く
帰
さ
ね
ば
」
と
い
う
先
生
方
の
配
慮
で
関
係
者
と
掛
け
合
い
の
結
果
、

私
た
ち
の
動
員
は
約
一
年
ぶ
り
に
解
除
さ
れ
、
帰
宅
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
帰
宅
し
て
み
る
と
母
と
姉
は
田
舎
に
疎
開
し
、
父
と
祖
母
が

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
近
所
に
若
い
女
性
が
皆
無
だ
っ
た
こ
と
を
今
も

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　
九
月
の
声
を
聞
き
、
終
戦
直
後
の
混
乱
も
や
や
収
ま
っ
た
こ
ろ
、
私

は
学
徒
動
員
で
通
学
出
来
な
か
っ
た
懐
か
し
の
学
園
に
復
学
、
戦
後
の

新
た
な
学
校
生
活
へ
と
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
　
「
回
顧
・
学
徒
動
員
の
記
」
こ
の
あ
た
り
で
「
完
」
と
し
ま
す
が
、

終
わ
り
に
あ
た
り
、
教
育
途
上
に
あ
る
生
徒
を
し
て
、
再
び
戦
争
に
強

制
動
員
す
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
願
い
、
強
く
世
界
平
和
を
希
求
し
な

が
ら
ペ
ン
を
お
く
こ
と
と
し
ま
す
。
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昭和19年３月

別府中学校２年３組

学徒動員の下命を前にしての修了記念写真

最前列の先生方　左より６番目　校長　安田鎌造

　　　　　　　　　　　　5　//　　主任　弘中　肇（英語）

　　　　　　　　　　　　4　//　　　　　　　曽谷　卓（数学）

　　　　　　　　右端　　　　　配属将校　朝久野正範中尉
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